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ＳＯＭＰＯグループの概要

　ＳＯＭＰＯグループは、2024年5月に中期経営計画（2024～2026年度）を公表し、ＳＯＭＰＯのパーパスを「“安
心・安全・健康”であふれる未来へ」と再言語化するとともに、「レジリエンスのさらなる向上」と「つなぐ・つながる」を中
期経営計画のゴールと定め、持続的な企業価値の向上を追求することとしました。
　2025年4月からグループの主力事業を「ＳＯＭＰＯ P&C（損害保険事業）」と「ＳＯＭＰＯウェルビーイング」の2つの
ビジネス領域に集約し、従来の金融・保険の枠組みを超えて、社会課題の解決そのものを事業の核に据えています。
　これらの推進に向け、グループのさらなる一体化を目的に、2027年4月1日付で商号を「ＳＯＭＰＯグループ株式会社」
へと変更します。レジリエンスを高め、グループの多様性を活かし、国境や事業を越えてつながり学び合う企業文化を醸成
することで、ＳＯＭＰＯグループをより強固で革新的なグループへと成長させ、「“安心・安全・健康”であふれる未来」の
実現を目指していきます。
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■ ＳＯＭＰＯグループの概要

1	 経営理念「ＳＯＭＰＯのパーパス」
�「“安心・安全・健康”であふれる未来へ」をパーパスとし、保険だけにとどまらない“安心・安全・健康”に資するサービス
を提供し、未来を切り拓いていくことを目指していきます。幸せで豊かな社会・人生の実現に向けた頼れるパートナーとし
て、社会や人々のさまざまなリスクや不安に向き合い、ともに歩み、支えていきます。

2	 グループビジョンの新設
�「“安心・安全・健康”であふれる未来へ」の実現に向け、今後10年で目指す姿として、グループビジョン「未来の可能性を解
き放つ（The vision to unlock possibilities）」を2026年5月より新たに掲げました。 
�このグループビジョンには、変化を待つのではなく、グループの一人ひとりがプロアクティブに未来を見据え、自ら考え、行動
し、変革していくという意思を込めています。

3	 経営体制
�2025年4月から、「ＳＯＭＰＯ P&C」と「ＳＯＭＰＯウェルビーイング」の2つをビジネス領域とし、各ビジネス領域を統括する
ビジネスCEOを配置しています。それぞれにビジネスCEOの諮問機関となるマネジメントボードを設置し事業を推進します。

4	 事業の構成
ＳＯＭＰＯ P&Cの傘下で、国内損害保険事業と海外保険事業を展開しています。ＳＯＭＰＯウェルビーイングの傘下で、
国内生命保険事業と介護事業を展開しています。国内損害保険事業を祖業としながらも、時代とともに変化する社会課題
に対するソリューションを提供します。

国内損保事業 国内生保事業海外保険事業 介護事業

国内損保事業担当
（損保ジャパン社長）

海外保険事業担当
（Sompo International 

Holdings CEO）

国内生保事業担当
（ＳＯＭＰＯひまわり社長）

介護事業担当
（ＳＯＭＰＯケア社長）

グループ執行会議

（2026年6月30日時点）

グループ経営体制
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国内損害保険事業では、当社における「SJ-R」が着実に進展しており、引き続き、事業基盤と収益基盤の変革を進めて
いくことで、持続可能な成長を実現していきます。事業基盤の変革では、カルチャー変革、データドリブン経営の推進、専
門人材の強化などに取り組み、競争力の強化を図ります。収益基盤の変革では、既存の取組みに加え、営業部門・保険金
サービス部門の基幹オペレーションを見直すことで生産性の向上に取り組みます。

また、防災・減災分野の取組みを強化するプロジェクト「HIKESHI DNA 2030 Project」を開始しました。「災害に強く、
だれもが安心して暮らせる地域社会の実現」に向け、災害発生前・中・後、すべての局面でお客さまに安心をお届けする
商品・サービスの創出に取り組んでいきます。

海外保険事業では、強固なバランスシートと規律あるアンダーライティングを背景にSompo International Holdings 
Ltd.がＳＯＭＰＯグループの成長ドライバーとして、事業規模・収益性ともに着実な成長を続けていきます。

ＳＯＭＰＯひまわり生命保険株式会社は、「ウェルビーイング応援企業」として、同社の提供価値である「予測」「予防」「保
険」「予後・介護」「ライフエンディング」までを支えるバリューチェーンの実現に向け、「Insurhealth®（インシュアヘルス）」
商品およびウェルビーイングサービスの開発・拡充に取り組みます。

ＳＯＭＰＯケア株式会社は、圧倒的な人手不足を見据え、テクノロジー、デジタル・データ・AIの活用等により、品質を
伴う生産性向上を実現する「未来の介護」に取り組んでいます。 さらに、自社で培ったノウハウやサービスを、エヌ・デー
ソフトウェア株式会社とともにソリューションとして他の事業者へ提供することで、介護業界の持続可能性向上に貢献し、「日
本の介護を変える。そして、日本の未来を創る。」というパーパスの実現を目指しています。

ＳＯＭＰＯダイレクト損害保険株式会社では、「よりわかりやすく、より簡単に」「合理的で納得感のある価格」でお客さまに
選ばれ続けるダイレクト商品・サービス・顧客体験を、SOMPO Light Vortex株式会社では、デジタル・データ技術を活用し
た商品・サービスをそれぞれ提供し、株式会社農業総合研究所では、日本における農産物の最大の販売チャネルである食品
スーパーを通して、多くの生産者と生活者をつなぐ新しいプラットフォームを構築しています。また、ＳＯＭＰＯアセットマネ
ジメント株式会社では、個人投資家や年金基金等の機関投資家の運用ニーズに対してソリューションを提供しています。

ＳＯＭＰＯウェルビーイング株式会社は、介護の相談窓口「ウェルビオ」などを通じて、健康・介護・老後資金にまつわる3
つの「不」を解消し、不安を希望に変えていきます。ＳＯＭＰＯヘルスサポート株式会社は、最新技術で心身の状態を分析・
最適化し、予防から再発防止まで、企業・保険者様の健康を総合的なヘルスケアで支えます。

■ 各事業領域の成長戦略

■ グループ共通戦略

1	 人材戦略
�各事業の戦略実行には人材ポートフォリオの質と量の確保が不可欠であり、自律的なキャリア形成を促し、成長志向にあふ
れるプロフェッショナル集団を目指していきます。そのために、人事施策・人材投資、コーポレートカルチャーの変革を通
じて、会社と社員がともに成長できるよう、人材基盤を強化していきます。

2	 財務戦略
�各事業の戦略実行および経営数値目標達成を財務面で支えるべく、高資本効率分野への資本配賦、低資本効率分野の削減、
魅力ある株主還元方針の検討、ESRターゲットレンジ見直し、レミッタンス強化（持株会社への資本集約）など、資本循環経営
をさらに進化させていきます。

3	 データ・デジタル戦略
デジタル化によるグループ各社の品質と生産性向上およびデータを活用したオペレーション、経営への進化に向け、グループ
内のリソースをより効率的かつ柔軟に活用し、環境変化への即応性が高く、また機動的な判断ができるデータ・デジタル推進
体制を構築していきます。

国内損害保険事業

海外保険事業

国内生命保険事業

介護事業

その他（ダイレクト・デジタル等）

その他ウェルビーイング事業
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